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観測された月平均
地球表面温度

現在までの
人為的な温暖化の
可能性の高い範囲

2030年から2052年の間に1.5℃上昇

2017年で約1℃上昇

観測された地球の気温変化と人為的温室効果ガス排出量と放射強制力の影響により推計したモデル

定型化した排出経路によるモデルの可能性の高い範囲

CO2の累積排出量と将来のCO2以外の温室効果ガスの放射強制力によって決まる
温暖化を1.5℃に抑制する可能性の範囲

1850-1900年からの
地球温暖化（℃）

（年）

世界のCO2排出量は2055年に正味ゼロに達するが、
CO2以外の正味放射強制力は2030年までに減少する

CO2削減のスピードが速いほど、
温暖化を1.5℃に制御する可能性が高まる
正味のCO2以外の放射強制を減らさないと、
温暖化を1.5℃に抑制する可能性が低くなる
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太陽光発電では
不足する

一次エネルギー消費量
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ネオマの家  IBARAKI SAKAI MODEL（リビング）
2017年12月13日撮影
※ 部分的に赤色の箇所は、照明又は機器による発熱。
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ネオマの家 IBARAKI SAKAI MODEL（リビング）
2017年8月17日撮影

35.0℃

15.0℃

冬

夏

※ 首都大学東京  須永研究室による、
ネオマの家 IABARAKI SAKAI MODEL におけるCFD解析
（シミュレーション結果）の一例。（共同研究）

※ 首都大学東京  須永研究室による、
ネオマの家 IABARAKI SAKAI MODEL におけるCFD解析
（シミュレーション結果）の一例。（共同研究）
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洗面脱衣室

気流速度の分布壁の温度 室温の分布

※1 ネオマの家  IBARAKI SAKAI MODELにおける
2016年12月29日～2017年1月4日の

　　 当社実測値から求めた平均温度。
※2  床下エアコン（暖房22℃設定）を風量１にて運転
  （6時～23時稼働）

※3  4人家族を想定した内部発熱（400W）を考慮
※4 平均外気温 5.0℃
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※1 ネオマの家  IBARAKI SAKAI MODELにおける
2017年8月15日～19日の当社実測値から求めた平均温度。

※2  小屋裏エアコン（冷房22℃設定）を風量１にて運転
（6時～23時稼働）

※3  4人家族を想定した内部発熱（400W）を考慮
※4 平均外気温 26.4℃
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リビング

冬

140円／日
冬の暖房用電気代

床下の
エアコン1台で
家中を暖房

夏

108円／日
夏の冷房用電気代

小屋裏の
エアコン1台で
家中を冷房
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医療費の軽減による便益

所得損失予防による便益

35,000円 /年・世帯

27,000円 /年・世帯（中所得）

62,000円 /年・世帯（中所得）

① 高断熱・高気密住宅がもたらすEB

②高断熱・高気密住宅がもたらすNEB

①EB  ＋ ②NEB 16年で回収
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H25基準レベル

断熱仕様

400[mm]超の
基礎壁

外 気 床

その他床

基礎断熱

床 断 熱

モデル G2レベル G1レベル ZEHレベルネオマの家

外皮性能

屋根

基礎

ド ア

窓

室内温度環境（暖房期） 最低室温（作用温度）［℃］
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壁

UA [W/（㎡・K）]
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土間床（全周）

土間床以外

土間床

土間床（全周）

内張 ネオマフォーム [mm]

立上り部・底盤部 ネオマフォーム [mm]

内張 XPS３種b [mm]

XPS３種b [mm]

立上り部 XPS３種b [mm]

立上り部・底盤部 XPS３種b [mm]

充填 ネオマフォーム [mm]

充填 ネオマフォーム [mm]

外張 ネオマフォーム [mm]

充填 ネオマフォーム [mm]

充填 ネオマフォーム [mm]
外張 ネオマフォーム [mm]
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ネオマの家（基礎断熱）
UA＝0.20 [W/（㎡・K）]

G2レベル（床断熱）
UA＝0.29 [W/（㎡・K）]

G１レベル（床断熱）
UA＝0.42 [W/（㎡・K）]

ZEHレベル（床断熱）
UA＝0.54 [W/（㎡・K）]

H25基準レベル（床断熱）
UA＝0.72 [W/（㎡・K）]

38,000
14,00014.4



地震の倒壊による死亡

関東大震災

5360人
阪神淡路大震災

578人
東日本大震災

11065人

交通事故死入浴中の急死

4611人17000人

推奨温度

健康リスクが表れる温度

呼吸器系疾患に
影響あり

血圧上昇、
心臓血管疾患のリスク

低体温症を起こす
ハイリスク

許容温度 18 C

21 C

19 C

5 C

16 C

C

C

未満

12

～

9

厚生労働省：人口動態統計（2014年）
都道府県別・死因別・月別から地図化

総務省「住宅・土地統計調査2008」の
（二重サッシ又は複層ガラス窓のある住宅数）／
（居住世帯のある住宅総数）を地図化

冬季死亡増加率の都道府県別比較 高断熱住宅普及率の都道府県別比較

冬季死亡増加率（％）
　 12未満
　 12以上14未満
　 14以上16未満
　 16以上18未満
　 18以上20未満
　 20以上22未満
　 22以上24未満
　 24以上

  普及率（％）
58.5 − 97.9
27.3 − 58.5
18.9 − 27.3
15.6 − 18.9
13.7 − 15.6
10.8 − 13.7
1.83 − 10.8







熱伝導率
［λ=W/（m･K）］

JIS規格
（断熱材の名称）

0.020 0.024 0.028 0.034 0.038 0.038 0.040 0.040 0.040

JIS A 9521
フェノール

フォーム断熱材
1種2号CⅡ

（ネオマフォーム）

 JIS A 9521硬質
ウレタンフォーム
断熱材2種2号A

JIS A 9521
押出法

ポリスチレン
フォーム

断熱材3種bA

JIS A 9526
吹付け硬質

ウレタンフォーム
A種1・2

JIS A 9521
ロックウール
断熱材 MA

JIS A 9521
ビーズ法
ポリスチレン
フォーム
断熱材3号

JIS A 9523
吹込み用

セルローズ断熱材
25kg/㎥

0.040Ｗ/（m・Ｋ）

JIS A 9526
吹付け硬質

ウレタンフォーム
A種3

JIS A 9521
押出法

ポリスチレン
フォーム

断熱材1種bA
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同断熱性能の場合の厚さ比較 ［熱抵抗2.5（㎡・K）/W］

※断熱材厚さは熱抵抗に各断熱材の熱伝導率を乗じた厚さを記載。

押出法ポリスチレンフォーム ネオマフォーム

0

［μm］
200 400 6000

［μm］
200 400 600



経過期間（年）における平均熱伝導率の推定結果
（厚さ50mmの製品の場合）

経過期間（年）

1

5

10

15

20

25

0.01908

0.01956

0.01989

0.02012

0.02031

0.02047

平均熱伝導率［W/（m･K）］

 備考　１）推定結果の数値を有効数字4桁で表示するが、4桁目は参考値である。
　　　 ２）平均熱伝導率は、平均熱抵抗の推定結果と厚さ50mmから算出。

粘
度

フォームの発泡

従来のフェノールフォーム

樹脂を急激に硬化させることで、
気泡が壊れ易く、気泡同士の合体や
気泡膜の破れが発生。

発泡初期段階で
最終的に気泡となる
気泡核を多く発生させる。

段階的に樹脂の硬化を進め、
気泡同士の合体や気泡膜の破れ
を抑制。

ネオマフォーム硬

軟

時間



ネオマフォームは、炎をあてると表面が炭化。急な燃え広がりは起こさず、有毒ガスの発生は少ない。

表面は炭化するが
裏面には達せず、
発生ガスは少ない。

燃えにくい特性を活かし、
様々な外装に対応した
防耐火構造認定を
多数取得

燃焼実験

壁防火構造
認定30分試験

ネオマフォーム

ALC仕様

試験風景 試験終了後

10秒後 30秒後 燃焼後



グリーン購入法
適合商品

国などの機関が製品やサービスを
購入する際、環境への負荷ができる
だけ少ない商品を優先して選ぶこ
とを義務づけた法律が定められ、
断熱材もその対象品目に指定。ネオ
マフォームはその基準に適合。

リサイクルへの取り組み
独自の技術による、マテリアルリサイクルを実施。

さらに、2009年には
広域認定（大臣認定160号）を取得。

広域認定制度とは
製造事業者が廃棄物となった製品を自治体を超え
て広域的に回収をして、その処理を適正かつ高度の
再生処理を行える制度で、環境大臣により認定される。
この制度を通して、廃棄物の削減が期待されている。

原料として利用

廃 材

マテリアル
リサイクル

廃材を独自の技術で、
新しい製品の
原料として再利用

廃材を焼却する際に
発生する
熱エネルギーを再利用

サーマル
リサイクル

熱として利用

現場ゴミの削減
ネオマフォームをご要望の
サイズにカットして出荷。

地球環境に理想的な
ノンフロンのHC（炭化水素）を使用

オゾン層破壊

地球温暖化

断熱性能

1996年
全廃

CFC
（フロン）

HCFC
（特定フロン）

HFC
（代替フロン）

HC
（炭化水素）

2020年
全廃

環境に悪い
フロンからの
脱却







外張り断熱専用ビス

透湿防水シート

補助桟

気密テープ

ネオマフォーム

ふかし材

耐力面材

土台
通気胴縁



野地板

通気層

屋根材屋根材

ルーフィング
材

外装材

屋根ネオマフォーム

壁ネオマフォーム

外張り断熱
専用ビス

下部たる木
下地合板

通気たる木

気密テープ

屋根材
ルーフィング材
野地板
通気たる木
ネオマフォーム
下地合板
下部たる木

気密テープ

通気層
（棟換気へ）

軒桁

※気密テープは、
　下地合板、ネオマフォームの
　どちらかに施工してください。

柱

断熱材
配管

コンセント BOX

寒冷地では荷重がかからない
基礎内側に後張りできます。

土台

通気層

補助桟

ネオマフォーム
フロアー

下地合板

ネオマフォーム

現場発泡断熱材

GL




















